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筆
者
の
個
人
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
蘭
学
以
後
の
近
代
日
本
医
学

を
理
解
す
る
上
で
必
須
と
思
わ
れ
る
原
典
に
依
拠
し
た
西
欧
医
学

史
の
理
解
は
、
今
日
に
い
た
る
も
未
だ
に
甚
だ
不
十
分
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
昨
年
は
、
主
要
部
分
の
近
代
語
訳
・
邦
訳
が
な
い

シ
ａ
８
ロ
ロ
“
の
ラ
テ
ン
語
訳
「
医
学
典
範
」
（
厭
世
版
、
尿
、
ご

己
認
）
の
全
体
の
構
成
と
、
「
精
神
疾
患
」
論
が
占
め
る
位
置
に
つ

い
て
検
討
し
た
が
、
今
回
は
精
神
疾
患
各
論
に
立
ち
入
る
に
先
立

ち
、
そ
の
基
盤
に
あ
る
医
学
心
理
学
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
に

該
当
す
る
部
分
は
第
１
部
第
６
教
則
で
、
自
然
的
能
力
ぐ
胃
昌
閉

口
禺
貝
巴
閉
（
消
化
、
貯
蔵
、
排
泄
な
ど
の
奉
仕
型
能
力
）
か
ら
区
別
さ

れ
る
生
命
的
能
力
ぐ
胃
貝
舟
色
目
盲
目
耐
』
．
昌
国
一
＄
》
及
び
心
的

能
力
風
再
昌
隅
四
ヨ
ョ
巴
朋
を
論
じ
た
第
４
１
６
章
（
ｇ
ら
‐
望
）

で
あ
る
。
①
「
生
命
的
能
力
と
は
様
々
な
身
体
部
位
（
器
官
）
日
①
ヨ
ー

9

ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
（
イ
ブ
ン
・
シ
ー
ナ
）
の

「
医
学
典
範
」
（
ラ
テ
ン
語
訳
）
に
お
け
る

精
神
医
学
（
第
二
回
）

濱
中
淑
彦

ず
国
が
、
感
覚
と
運
動
の
能
力
を
受
け
入
れ
、
様
々
な
生
命
機
能

８
円
目
○
ロ
①
の
昌
国
①
を
遂
行
す
る
に
先
だ
っ
て
受
容
す
る
能
力
」

で
あ
り
、
肝
臓
で
造
り
出
さ
れ
た
該
当
す
る
混
和
状
態
の
体
液
の

濃
厚
な
粒
子
か
ら
形
成
さ
れ
た
器
官
と
は
異
な
り
、
内
在
熱

８
旨
吋
ヨ
ロ
禺
吊
を
も
つ
心
臓
で
体
液
の
稀
薄
な
粒
子
か
ら
生
じ
た

蒸
気
ぐ
ｇ
ｏ
忌
め
に
由
来
す
る
も
の
が
息
吹
き
（
精
気
）
９
国
目
⑱
》
生

命
力
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
精
気
の
拡
散
目
鼻
胃
旨
と
緊
縮
８
口
‐

降
凰
９
ｓ
か
ら
生
じ
る
恐
怖
や
怒
り
の
運
動
ご
日
日
尉
閏
］
国
①

ョ
２
５
口
舟
も
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
生
命
的
能
力
が
適
切
な
混
和
を

伴
っ
て
生
じ
、
そ
れ
が
諸
器
官
に
提
供
さ
れ
る
と
、
心
的
能
力
を

伴
っ
て
生
じ
、
そ
れ
が
諸
器
官
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
②
心
的
能

力
に
は
、
受
容
的
心
的
能
力
乱
耳
昌
隅
画
ヨ
ョ
巴
舟
８
日
目
甲

房
弓
隅
め
．
８
昌
冒
①
扁
口
の
弓
馬
と
、
動
因
的
心
的
能
力
ぐ
胃
具
①
の

目
目
巴
朋
昌
○
目
昌
の
二
つ
が
あ
り
、
前
者
の
う
ち
に
更
に
顕
在

的
（
外
的
）
感
覚
能
力
ぐ
胃
吊
８
国
冒
呂
ｇ
堅
く
四
目
四
凰
吋
の
日
切

陥
易
旨
房
（
五
感
覚
、
触
覚
を
細
分
す
る
と
八
感
覚
）
と
潜
在
的
（
内

的
）
感
覚
能
力
ａ
員
５
８
日
頁
①
胃
易
弓
画
ｏ
Ｒ
巳
国
の
國
昌
日
巴
尉

が
区
別
さ
れ
る
。
更
に
内
的
感
覚
能
力
ま
た
は
心
的
能
力
は
五
つ

の
能
力
を
含
む
、
①
共
通
感
覚
の
ｇ
の
易
８
冒
昌
匡
昌
ｍ
と
想
像
・
表



T今岸

上イイ 日本医史学雑誌第45巻第2号（1999）

象
で
冨
昌
開
国
（
医
学
者
は
両
者
を
一
つ
と
し
、
哲
学
者
は
二
つ
を
区

別
）
、
②
思
考
能
力
ぐ
胃
巨
の
８
瞥
呂
く
“
（
厳
密
に
は
本
能
的
な
心
的

直
観
能
力
急
昇
５
①
凶
呂
日
昌
ぐ
四
四
己
日
巴
の
が
働
く
場
合
は
想
像
・
表

象
能
力
く
冑
日
の
目
侭
ヨ
胃
ご
画
ゞ
理
性
能
力
ぐ
胃
匡
の
吋
昌
○
口
四
房
が
支

配
す
る
場
合
は
思
考
能
力
と
し
て
区
別
）
、
③
本
能
的
・
非
理
性
的
な

心
的
直
観
能
力
ぐ
胃
目
の
①
凶
の
首
白
目
く
四
四
昌
冒
“
房
》
④
保
持
的
及

び
想
起
的
能
力
国
風
５
８
房
閏
ぐ
目
ぐ
囚
陣
目
①
目
日
国
房
（
記
憶

と
想
起
）
、
⑤
人
間
的
理
性
能
力
ぐ
胃
吊
目
白
四
国
閏
目
○
邑
巴
厨
．
こ

の
医
学
的
心
理
学
は
、
シ
鳥
目
回
①
⑩
、
の
巴
①
国
○
の
以
来
の
伝
統
に

立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
情
動
（
従
っ
て
情

念
）
を
生
命
的
能
力
に
含
め
て
心
的
能
力
か
ら
区
別
し
、
ま
た
医
師

は
動
物
に
も
備
わ
る
本
能
的
な
直
観
能
力
と
、
動
物
に
は
な
い
人

間
的
理
性
能
力
に
は
関
心
を
払
わ
な
い
と
し
て
、
医
学
の
関
心
事

で
あ
る
他
の
三
つ
の
能
力
を
脳
の
異
な
る
部
位
と
関
連
づ
け
る
。

即
ち
共
通
感
覚
と
想
像
・
表
象
の
「
座
と
機
能
の
基
盤
囚
吊
の
＆
＄

陣
８
閏
旦
５
国
扇
四
房
頁
ヨ
の
旨
ロ
ョ
」
を
前
脳
室
四
日
閏
］
日

蔚
昌
国
２
白
の
８
３
耳
員
脳
室
と
脳
前
〔
方
の
内
奥
〕
部
と
も
訳
）
に
、

思
考
「
能
力
の
座
」
を
中
脳
室
ぐ
ｇ
耳
旨
巳
５
８
局
ロ
凰
日
＆
冒
與
脳

室
と
中
〔
内
奥
〕
部
）
、
記
憶
と
想
起
の
「
場
所
ざ
２
巴
を
後
の
脳

室
（
脳
室
と
後
〔
方
の
内
奥
〕
部
）
に
局
在
せ
し
め
、
各
部
位
の
混
和

ま
た
は
構
造
の
損
傷
に
よ
っ
て
、
該
当
す
る
各
能
力
の
障
害
が
生

じ
る
と
解
し
た
。
こ
の
病
理
学
説
は
ど
関
自
身
①
冒
学
派
、

の
里
①
己
８
）
○
吊
号
四
四
吊
）
℃
８
①
己
○
昌
吊
〉
両
冒
＄
国
の
ｚ
の
日
①
里
吊

な
ど
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
（
濱
中
ら
田
．
国
鴨
四
且
こ
こ
、
内

的
感
覚
能
力
の
概
念
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
（
雷
尉
８
回
の
、
の
共
通

感
覚
と
ほ
ぼ
同
義
の
鈩
巨
唱
豊
目
妨
の
内
感
覚
の
ｇ
切
匡
ｍ
目
国
３
ユ
か

ら
導
入
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が
三
つ
の
心
的
能
力
を
含
む
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
ア
ラ
ビ
ア
医
学
（
函
匡
冒
巴
昌
冒
房
冨
Ｐ
詞
富
国
①
の
）
以

来
の
こ
と
で
あ
る
（
シ
ぐ
言
の
冒
国
自
身
の
記
述
に
は
一
貫
し
な
い
部
分

が
残
る
）
。
こ
の
医
学
的
心
理
学
は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
後
の
西
欧

医
学
に
も
様
々
な
形
で
、
部
分
的
で
は
あ
れ
継
承
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

（
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
精
神
医
学
教
室
）


